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＜患者様連絡事項＞

· 南山苑で疥癬が発生しました。病棟内も過去に発生した経緯があることから、環境整備と患者様の皮膚状態の観察を密に行ってください。新入院患者様の持ち込みも考えられるので、新入院患者様の皮膚状態の観察も同様です。

· 本日、合併症室の環境整備で床のワックスがけとベッドの清掃を実施しました。

ベッドの引き出しにカビが付着している状態もみられています。定期的に環境整備が実施できるよう、病棟の環境整備担当スタッフは実施計画をすすめて、病棟業務遂行係りと連携するかたちをとってください。また毎週行っている患者様の身辺整理時、衛生管理を目的にお菓子の食べかすや、賞味期限切れの物がないか確認し床頭台の中が不衛生にならないよう声掛けして下さい。

　

· 事故対策委員会から

今回佐藤惠國様の薬紛失について、当時ついたスタッフからタイムスケジュールを提出して頂いています。事故に至った経緯が分からなければ改善点が出せない為事故対策委員会が中心となり作業を進めていく予定です。

菅井浩子様(手打撲)、大渡福蔵様(薬セットミス)、和田昌様(他者とトラブル)、山崎芳照様(左手打撲)それぞれの事故報告書作成したスタッフはM-SHEL分析をし提出して下さい。

· 川村和則様～鼻閉の訴えあり総合感冒薬処方となっていましたが、症状改善した為　　

飲み切り止。

· 吉田光男様～風邪症状あり漢方薬(葛根湯)処方となっていましたが、症状改善した　

為飲み切り止め。

· 津嶋イチ子様～叔父様より買い物の為の外出希望あり。10/18か19日どちらかにし　

たいとの事で、はっきりとした日時については後日連絡が来る予定です。

＜措置入院患者様ケース検討＞

　・　安達貴浩様～措置解除に対しての焦りからイライラ下様子あり、買い物でタバコを買えなかった事を理由にコップを投げつける行動見られている。介入時、スタッフ側の話を聞けない、待てないという行動も見られています。金銭管理が出来ず他者との物のやり取りがあるため担当スタッフと話し合い1日350円で買い物していく事決めています。統一したケアが出来ていなければ本人の衝動行為にいたる原因ともなります。イライラした様子がありますが、現在出来ている事は評価し、出来ていない事は本人にはっきり伝えて行きましょう。

· 佐々木尚子様～本人や家族から措置解除についての話はありません。

　　　　　　　　　目標体重は45kgですが現在体重40.85kgです。各食事の際の残食見られています。目標体重に向けた関わりをして行きましょう。

　　　　　　　　　

＜注目患者様＞

· 袴田将志様～ホール内歩いたり、頻回に父様へ電話をしたりと落ち着かない様子で　　

す。

　　　　　　　　本日父様の面会にてタバコ、菓子パン、本、CDを持ってきてもらっています。以前ご家族様から「タバコの消耗が早い為預かりにして欲しい」との希望あり、本人に家族の意向を踏まえスタッフ管理について話すも拒んでいる。

　　　　　　　　外出希望について父様は面会時の様子や以前の入院の経過を考え「外出はさせたくない」と話される。

面談については10／16(木)15：00の予定。

　　　　　　

＜意見箱についての検討・対策＞

・　患者様の病状をふまえた発言をしましょう。その発言によって時には患者様の病状を　　　

　　悪化させてしまうこともあります。













